















































































が話題にされている。食葬と火葬に言及したダレイオス大王は、ペルシア人の葬制がそれらと異な から言及したと考えら る。ペルシア人の葬制に関して、ヘロドトスの『歴史』で次 ように叙述されている。
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められた棺や写真を拝み、また、埋葬する墓や白木の位牌は重要な役割を果たしている。しかしそれらは本来の仏教にはなかったものであり、むしろ儒教の影響 よっ 行われるようになったと、儒教 専門家は示唆している
〔四〕
。それを聞くとあらためて私たちは、習俗として行われる葬儀の意味を知らないことに気づく















ていたということではおそらく共通していた。これに対して現代の私 ち あの世を信じてはない。ここに決定的な違いが る。もとよりこのような断定は乱暴であり 過去においていない人々はたくさんいたであろう。逆に現代でもあの世を信じている人々は多く、その大部分は、キリスト教、イスラム教、仏教など、さまざまな宗教の信者
である（イスラム過激派の自爆テロリストの多くは、
天国での至福を信じていると言われている） しかしながら現代と う時代を全体として眺めれば 世俗化、脱宗教化の流れにあると言えよう。その点 、あの世の存在を信じていない人が多くな と言って良いであろう。
 
 
あの世を信じるのと信じないのとでは、 死の意味が異なる。 死んであの世に至る時、 死はあ 世に至る 〈扉〉
(door)や 〈門〉
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じつ われわれにとって何ものでもないのである。なぜかといえば、われわれが存する限り、死は現に存せず、死が現に存するときには、 はやわれわれは存しないからである。そこで、死は、生きているものにも、すでに死んでい もの も かかわりがない なら 生きているもののところには、死は現に存しないの あり、他方、死んだ のはもはや存しないからである。……
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僕の家も、 多くの日本の家と同じように檀那寺を持ってはいる。 僕の場合は、 名古屋にある浄土真宗の寺だ。
しかし、仏教という宗教を信じているわけではない。僕は、神とか仏とか自分を超えたところに存在するものにすがって心の慰めを得ようという気持ちには、とうていなれそうにない。それに、四十年も、冷静、客観的に証拠を科学的に追い求め、そこから過去にあった事実を再現、認定する仕事を続けてきたせいだ う、僕の頭は、生命科学などといった分野のことには暗いながら、科学的、合理的な思考の方が受け入れやすくなっている。……さて、そこで、僕は、人は、死んだ瞬間、ただの物質、つまりホコリと同じようなものになってしまうのだと思うよ。死の向こうに死者の世界とか霊界とい
ったようなものはないと思う。死んでしまったら、












































僕の家も、 多くの日本の家と同じように檀那寺を持ってはいる。 僕の場合は、 名古屋にある浄土真宗の寺だ。
しかし、仏教という宗教を信じているわけではない。僕は、神とか仏とか自分を超えたところに存在するものにすがって心の慰めを得ようという気持ちには、とうていなれそうにない。それに、四十年も、冷静、客観的に証拠を科学的に追い求め、そこから過去にあった事実を再現、認定する仕事を続けてきたせいだ う、僕の頭は、生命科学などといった分野のことには暗いながら、科学的、合理的な思考の方が受け入れやすくなっている。……さて、そこで、僕は、人は、死んだ瞬間、ただの物質、つまりホコリと同じようなものになってしまうのだと思うよ。死の向こうに死者の世界とか霊界とい
ったようなものはないと思う。死んでしまったら、

















































































































































































ていた。しかし、青年時代に、私は奇跡を行うことのできるような伝統的 人格神信仰 どうしても信じることができなくなった。その意味で 神を棄てた あ 。そして、同時に死後 想世界とての天国や浄土の存在は、ま く信じないようになっ
た。そして、しだいに私は肉体の死によって、
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……死にとらわれていては、何時迄経っても、死の問題の解決 することはできないと うこと った。本当に死の問題を解決しようと思ったら、死におびえて 死のことを一瞬も忘れられなくなっている自分の心の向きを変えなければならない。百八十度
回転させなければならないということである。生
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己の生命を、それに代わる限りなき生命に託する」、（新四）「現実 生活の中 永遠 生命を感得する」となる。（三）と（新三）、（新四）の関係は必ず
も判然としない。ただ、（新四）では「永遠の今」を
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（原文傍点） ということ。 残された生命を、 いっぱいの力で発揮すること以外に、
死を乗りこえられないと私は感じた。もっと人間が練れていれば、禅僧のように静かに死を待てるのかもしれないが、凡人の私には、激しい生きる力が、死のおそれを乗り越える原動力であった（岸本英夫集六、自由宗教とは何か（一九六二）、二四頁）。
 
 「生命飢餓状態」にあってこのような現実の仕事への没入が、岸本英夫をして人々に「手負い 猪」という印象を与えたものであり、彼自身もこのイメージに自らの救いを求めた。仕事への没入は、死生観 『四態』における（新三）「自己の生命を、それに代わる限りなき生命に託する」に通じ、場合 よれば（新四）「現実の生活の中に永遠の生命を感得する」ともつ が 。しかしこの「激しく、本当 生きる」 マックス・ウェーバー（一八六四
-一九二〇）が描いた「プロテスタンティズムの倫理」の如く、如何にも強迫神経症的
である。それに対して一九六〇年の「現代人の生死観」では、「激しく、本当に生きる」ではなく「本当よく生き 」と表現され、それは同時に 本当によく生かされている」とも叙述され おり、そこに知か知らずか微妙な相違を認めることができる。
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しかし、「別れのとき」という考え方に目ざめてから、わたしは、死というものを、それから目を離ないで、面と向かって眺めてみる が多少でき ようになっ 。それまで 死と無とい しょに考えていた時には、自分が死んで意識がなくなれば、この世界もなくなってしまうような錯覚から、どうしても脱することが できなかった。しかし、死とは、 世に別れを告げる時と考える場合には もち
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J.D.Morgan, Death, Attitudes Toward, in: Encyclopedia of Bioethics, 2.ed., 1995, Vol.1, p.526f.; 
拙編著（前掲書）、二九頁 参照。
 
〔六〕厳密に言えば「あの世」「死後の生」「死後における霊魂の生存」を十把一絡げに〈扉とし の死〉として括ることはできない。〈扉としての死〉に何の問題もなく適合するのは「あ 世」の信仰である。「死後の生」と「死後における霊魂の生存」は、あの世 「往生」し い この世に留まることもあると考えられるからである。留まるのは必ずしも幽霊ばかりで ない。
第一章第五節に見るように、死んで〈風〉や〈星〉
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 'Death as Door' and 'Death as Wall' 






     In the Japanese society nowadays mortuary rituals are rapidly changing, as 
seen in the increase of family funerals, woodland burials and ashes scatterings in the 
sea.  Mortuary rituals have much to do with thanatopsis.  What is most important 
for the thanatopsis is the belief in the afterlife and the soul.  According to the 
existence/nonexistence of this belief, the idea of death is divided into 'death as 
door/gate' and 'death as wall', the former was typical prior to the modern era, but the 
latter has spread through the secularization of the world.  'Death as wall' has an 
affinity for the intellectuals as ITO Shigeki (1925-88) and NAKANO Yoshio 
(1903-85), but appears to be cold for ordinary people, who seek therefore the image 
of 'death as window'.  The dead are also believed to become 'stars' or 'winds' in the 
sky and interpreted to return to the nature or the universe (Ch.1). 
     While the traditional religions cling to 'death as door', the religion-scientist 
KISHIMOTO Hideo (1903-65) insisted on 'death as wall' not only before the mortal 
illness, but to the end of his life.  The dogma of 'miracle, personified god and 
existence of soul' is for him 'a fairy tale of the established religions'.  Following 
John Dewey 'the religious' should be to him not so much for alleviating the suffer 
from death, as for giving the meaning to life and for supporting daily work of the 
people, and when the people devote themselves to life and work, the suffer from 
death may be overcome.  In face of 'death as wall', he explained the importance of 
self-devoting to work, and the death as the farewell to the life (Ch.2). 
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